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自分発見プログラム
とは？

• 大学では、授業を受けて単位を取っ
てひたすら卒業を目指す・・・だけ
ではなく、大学卒業後に自分がどう
なっていたいか？どんな社会人にな
るか？そんなイメージを少しずつ明
確にしていけるといいですよね。

• それには、自分がどんな得意や苦手
をもっているのか、できるだけはっ
きり理解しておくことが役立ちます。

• ただ、分かっていても、なかなか自
分を客観的に見ることは難しい…

• 特別支援室では、この夏、「ここ
ねっと」から外部講師をお招きし、
「大学生向け自分発見プログラム～
楽しみながらコミュニケーション実
践＆就活準備」と題した企画を実施
しました。



まずは
アイスブレーキング

自己紹介をし、ゲームをしながらお菓子

やお茶を楽しみました。

今回使用したのは「ito」という個々に配

られた数字カードを小さい順に並べてい

く協力ゲーム。

なかなか盛り上がったようです！



自分の課題について
考える

ワークシートを使い、ネコや

キツネなど動物のキャラに自

分をたとえながら、自分の

もっているスキル…強みや弱

みについて考えていきます。

そこから自分の課題を見出し、

目標を設定しました。



アルバイト
疑似体験

弁当屋の店員や電話対応オ

ペレーターに扮して客役の

スタッフに対応しました。

スタッフには支援室サポー

ターも参加しました。

緊張しつつ、笑顔で接客す

る人も。「接客は苦手だと

思っていたけれど、条件が

整えば自分にもできるか

も」といった感想も聞かれ

ました。



アルバイト
疑似体験

お客さんからの問い合わせ内容をパソコ

ンでメモしながら丁寧に対応もして…

複数のことを同時に、スピードも問われ

るため、焦りを感じたという人もいたよ

うです。



振り返り

自信がない人が多かったよ

うですが、講師がひとりひ

とりをよく観察して、自分

自身では気づかない、良

かった点をたくさんフィー

ドバックしてくれました。

振り返り・感想では、この

フィードバックを基にした

自分についての気づきが得

られてよかったとのコメン

トが多く聞かれました。

☆本資料内の写真の掲載については、本人の許可を得ております。



終わりに

みなさん始めは緊張していまし

たが、振り返りでは「楽しかっ

た」という声が聞かれました。

今回は宮学向けに短縮バージョンを

実施してもらいましたが、「ここ

ねっと」では、数日間にわたるロン

グバージョンや他のプログラムも用

意されています。今回のことをきっ

かけに、他のプログラムなどの情報

がほしいという参加者もいました。

☆来年度も企画準備中です！
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